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論文
里山管理11年後における選択的下草刈りの効果

山i頼敬太郎

Keitaro YAMASE 

Effects of selective weeding operation after 11 years of management on Satoyama 

要旨.山瀬敬太郎 里山管理11年後における選択的下草刈りの効果 兵庫農林水産技総セ研報(森林林業)57号 8 

~11 ， 2012 兵庫県ドのコナラ ーアベマキ昨集5ヵ所の里山管;;;J!J!J也において、 %;.fl1!の丙間後、 "i1]Jの官理から 11{I三経過

した11.')¥11¥1:で、選iRIYJT4i刈りを実Jj包し、研多候性保全の観点からその管旦I!効果を検証したロ選択I:j'')下草刈りを実施した結

巣、林内の十Id対)Jé~(tll主20%以上の地点、では亙料、二次林の績を中心に1ill数の t'~j;lJIIがみられたが、 20% より低い地点では随

放の鼎川lがみられなかった。また、1fI去、|光rJutJJ[が20'j{，以上で‘あっても、 100111における山肌J童数が80:r主将位に達してい

る地点では、秘数のWIJJJIがみられなかった。これらのことから、初多様性地)JDの;1111約聖囚は、光環境と単位而干tiにおけ

るよtl現師数で表されるI;;:境収容力と考えられたa 一万、選択的-r:~(メリりをJt)j値しないと、災地した地点よりら少なくな

る傾向がみられたことから、砲多係性の11L全効果を r'fk~'é させるためには、純付\:1'j(Jに担山 f設問することがr[~~であること

が示1It:されたロ

キーワード:選択がJ-卜.J!，J:刈り、百i多政性、光~lJj，'Ï、 );lJ院収符力、夏紋ニ次材、Elj素

I はじめに

iHi尖林やJ;'~ fI'l ~本としての管理!が政Jítされた rrA 111は、近

年、 j也械の特色める師、l長ゃEt観の形成の城、多保な~øJ~I!(

物のiiLどとの場、健康や民境教育、 レクリエーション1切手リ

川のl拐などの環境的あるいは文化的合IIi値がみいだされて

おり、こうした目的を達成するために、 いくつかの具体

的な Et¥山管理が提案されており (J、 2)、全I}I各地で

新たな EI~_ II j管lomが'fiJ包されているところである。

兵Ir/!JHにおいては、平成otlニljiーから 「ひとうご開局、な森

づくりプランJ (:j) に基づいて t~_ 山林樫fJfip:Jí 業を í ) っ

ており、平成6{f度からとf成22年度までに尖肱した虫1I1林

整備の!:Jí:;i~ j-l!!数は 120 カ所、その j(lï .f}lは 3 ， iil'lha(こ及んて、

いるa この事業では、 j服部 (-1ノによって提案された 『多

般的;夏株高林』を 目標とした管理をわーっており、この世

迎手法は、 lli_ 山の夏緑二次林~:;\iJの種多係性をおI'i守 ・ )-1，円

;lJlIさせるのに効果のあることが，最長管理9年後までの制

変il:i!i呆からIYIらかになっている (5、6ノ。

しかし、話多段J:J:の!;r.:全効果を持続させるためには、

当初の盟山管III後も;・許可主広柴植物の頻度の高い選択的な

刈り取りが必要であること (i)、一方でおし、顔度の下

11メ IJ りは、作業1I~i'の人為ff日l や~Ji繁な刈り取り{こ~~し、将

の消火につながることから、種多rkl主を減少さ-!i-てしま

う可能↑生があること (8)が指摘されている。 こうした

rl寸で、情成純の多械性を品Ií持するには5~6{f周 J~j の|ごlT~

刈りが適当であること (.9ノが'つの円安として/r"され

ている。 しかし実際に、このような保全の効架を 10旬以

ー|二の長いWII I\I 主主i必の卜で十~~IE した守，，: j列はほとんど・Jチらオし

ない (!O)。

そこで本論文ーでは、多f!IH'I:.b'Uii'，高村、を目標とした当初]

の管足I! (1 回目)と、その!ìJ・.f~5午後に巡り己的下草刈り (2 

|巳|卜1)を夫:胞した地点で、 f首;.f:IlI 1 J，:I~ 後に再度のì:NiJ{1杓下

草刈り (3回 I~I )を jkf }júi した地，l~(と尖施 しなかった地点を

設定し、:3 19:1 円の ~ß llj管町、すなわち選択がJ ド草刈りの有

無が、出1J~布({4均の部会文や極点目HkにどのようなHiq殺を与え

るかを;iJ，'ij有したので、その結J1~を Nit!;-する 。

E 調査地

1 調査地の位置・気候

JJ<J市(~~が~)j包している思山林終的工jí 業 j也のうら、姫路

市ir越(以 iて、姫路) 、市川IIJ]'下牛尾(市)11) 、宍浜市

山111奇IWj下IlJT(宍~~)、篠山 rh今 FFl 1l1rJ二立杭(篠山)、f'þj

あわじ市阿JJf¥賀(南あわじ) O)ii:!'i業地に、各lかfJfの調

査i血を設立-した(表1)。調査j血はし吋とれも兵}fjf県の瀬戸

内{WI(こ位置しており、 111( ~し市:は?れほ}1~!1~樹林fH-であるヤ

ブツバキクラスj或に属し、虫干子:11[[1'_1まコナラーアベマキ

jl平集である。 年半均気iI乱は約 14~17
c
C、年降水量はl， 000 

~ I ， 500mmで、あり、 表日本相会(f!Ji:t( (J J)および準 FI本型

気候区 (11ノに属している。

nδ 



表 1 調査地の概要

調査地名 地質 j毎抜(m) 方位 {頃斜(") 

姫路市 打越 ;荒紋岩 110 N15E 23 
市川町 下牛尾 流紋岩 310 S20W 25 
宍葉市 山崎町下町 流紋岩 310 S20W 25 
篠山市 今田町上立杭 流紋岩 260 S90W 13 
南あわじ市阿那賀 堆積岩 45 Nl0W 20 

2 里山管理の内容

当初Jの告尺 (1["[同)では、干最多HH'[，を[IEL'fiしていると

汚えられる極の選択的除去を楽施しており、 。 コナラ、

アベマキ、ヤマザクラ、アカシデなどの林iIt桝成約によ

る l甘1)林を日僚とし、 ②'11' 高木層、低水j料 、 l~J 本周にi，Jf;生

しているヒサカキ、アラカシ、ソ 三lゴなどの;ヰ';n<1l[!物の

伐係、 @林冠を被い、結I幹を締めつけているアジなどの

ツル純物の伐採、 。林床に繁茂しているネザサやコシ夕、

ウラジロの刈り取り、 ⑤松枯れなどの枯死木の除去 (3ノ

を行った。 この当初!の{i手珂は、姫路、，hJI[、う;ミ誕の3制金

J也が 1995f[ニ12}'1~ 1996年3}.J、篠1.11、i'i:jあわじの2，淵在地

が 1996年 12}.1 ~1ω99引7年年苧:~リj月'j(に乙カか、けて 2夫i長え

つぎに2回E目iの也管.芝巧恐i目(は、 Hi多.j:i(<tJをlifl在 していると考え

らhる ~!l:;ふ，jkJl~民~M:物ペコネザサ、コシダ、ウラジロ守を対

象に、選択的下草刈りを尖施した。この2[百1[1の管出は、

当初の管J:THから5年後の2000年8J:1 (VI:i路、市川、 )~ !Â~) 

および2001{1・8)'J(篠111、南あわじ)に実施した

さらに:3[j2[~[の官，H]! は、 2[口|トl の官埋と同級に、選tÎ\fl(j

下草刈りを実施した。この3戸|自の管:却は、当初jの償問か

ら1I作後の2006{r8月(航路、市川、宍粟)および200i{1

8JJ (篠111、南あわ じ) (こ失

E 調査方法

1 ，植物社会学的調査

各市M査地に、 10mX10mの定置~)却を l又 を2 ヵ所ずつ設世し、

1 [iI[口と2巨|目のxl.ll管理は同慌に実砲し、その後31!:!1聞の

古河1は、 2ヵ所rl"1プj所の調査l豆のみで:'AJi包し、他の lヵ所

はそのまま政越した。縞物社会学的調査fj法 (12)(c:.)左

づいて、|精!阿佐分をわった後に|街)~I ごとの"討さと令:W( 被

雫を記録し、階層ごとに出現した企ての程を記録したa

他物主|会学的調俗は、当初の信:理前、 I{，;.DJ111j・後から8年

後のf引lーと、 11年後、 13年後、 15年後のし、ずれも8}'Jに笑

胞した。なお、 管珪辺恕[[5イ作f-i後妥と l日lイ午下f後表の調笠は、 i選1謹S針t択尺的下安草草J上
一

メ刈|リlりT附前げ泊jに芙

t硯J見k見肘H砧民はノぺ生|七:育f慌L荒t抗Iβヌ分別に分炉煩、した@なお区分は LI本他:1'.

{史覧 (13)、 rIイド純生誌近畿 (11)、日本野生植物館 (J

J を参考に、総介!'I(j な判[IYrで行い、人 ttl.~素、炉原、Eij 素、

林縁20~表、先駆低木林~索、夏紙二次林要素、照栄樹林

~:索、その他~:おの7つの生育環境区分とした。
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2 光強度の測定

デジタノレカメラ (PowerShotG9、Canon、必京)と

f:hlllQレンス、 (DCR'CF 185PRO、Raynox、京lrOを灯']t，、

て、全天空写真を各訓査|天内のr.~，うね;と四隅の言+5 ヵ所で撮

影した。一1]1:[1をJtJし、てカメラを地|てi再j1. Smに|劃定し、;J，
江主部により鉛rrl!:!-'， )j を視準した。 恨f~.~ した写真は、 Lia3

2 (http://www.agr.nagoya.u.ac.jp/%i Eshinkan/LIA321i 

nd巴x，html)で附析し、保影円の相対光強度 (RLl) をiftlJ

1主した。:写主主婦影は、 f円五1'11生ド後の植物主i会学的調査H寺

に実施した。

N 結果と考察

当1')J の多保管|反日:;1~ jïßj林を!ヨ保とした虫 111 恰上'l~および2

回 [~I の選択!竹下 芹f刈りを行い、さらに3[豆!日の選択的下車

刈りを行った制全区の山現部数は、外~~路、市川で哨み11 し、

宍束、篠1-1 1 、 Ifj あわじではほぼ償ぱいで、あった m~J 1) g 

11.'，別部数が地)jllした姫路と ili川の相対光強広一の中央値は

それぞれ:~1. 5%と28，6%で、 20'，1"以上であったのに刈し、

出羽組数が償ばし、であった篠山とi'~jあわじは、それぞれ1

2，1%と12.6%(し、ずれも "1'央依)で、 20'}\，米~~íでめった

([~J2) D 一方、相対光強度の'1'央イIIHが29，0'Yo (1支[2) で

あった宍裂でも11:-Elt Ni数のj:~IJJI]はみられず、 3[~[H の選択

(I(j 卜昂メ IJ り後もほ(ま:'tlrtぱいであった(~[ 1) 。 この宍YN ~附

公|るでは当初jの'1:"11 符思!(-ìl，[三後の IIS')，~':-c、/1:現積1&はすで

に約80般にJ主していた。以じのことから、/1:現拘数O)Wl

))1ドをiIi'j約する要広|は、相対光強度と 100m'における出現f!E

数で表される成境収谷ノjで‘あり、相対光強肢が20%未満、

，'1.'，り:gm数が80様以上になると、ì:hWU内卜!~(ì< IJ りを尖Ji位し

でも、U::~見極数は上前JJII しない可能性が示唆された。すな

わち、 100m'における出現種数が8o.f.mで妥当かどうかの議

ぬの余地はあるものの、出現級数が~~Jýt収総)J に j主して

おらず、相対光IJIll皮が20%未満の地点、で、は、さらに極多

係性鼎JJIIの可能'I'tがあることから、これらの地点で将多

十:灯|ーを用)JIIさせるためには、今後高木層の11¥1犬を倹討す

る必袋があろう。

一方、 当初の旦111官;政!および2回目の選択的|ご京刈りを

行った後、 1巨[[ヨの選択的トー草刈りは行わなかった地点、の

I.U射砲数は、し、ずれの剥i!U也とも減少する傾向がみられ

た(凶 1) 。 相点、j 光強度の '.I-':9d直は、 ~[ :i 路3 l. 8%、市)1[2

8 ， 6% 、宍ヨ~30 ， 2%、篠11112.2%、附あわ じ11.3%であり、

半j-~Jf直の差の検定( t-lesl) では、それそ、れp=oω14 (飢l

路)、 p=O.53(i!i)II)、p=0.88 (宍栄)、 p=O，82 (篠山)、

p=o，:n (市あわじ)で、各調合地の2調官i廷の11:1で，有意

な廷はみられなかった。選択!'IiF年f刈りを実胞した調if

[5<:と芙胞しなかった調査区の比較において、光リ虫j立に有

志」告はみられないにもかかわらず、 3[~ [;1 の選択I'I~j 下草刈
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図 l 里山管理に伴う出現種数の変化

a寸〒

;;!日口!??口
ー

品守EF
。

. 
姫路 市)11 宍粟 箆山 南あわじ

図 2 各調査区の相対光強度

り後は山!];l.組数に走がみられたことから、31豆!目の選択IY-J

下平刈り Ij:， 極多帳|生をJ(9JJiJさせない乏でも、 :('!T(多様性

を副長侍することに寄与しており、 方、星山也・朗を達中

で寸'I:!Jrしてしまうと 、出現純数は徐々に減少する傾向が

みられた。以上の二とから 、組多様性の保全効果を持続

させるためには、調1，続的にtl*-山管J31!老実施する ζ とが重

要である二とが示唆された。

出lJi径の生育1:ii'iJ覚区分は、いずれの調査地においても

亙緑τ次林要請さの揺が多く 11'F .g~したe また、 3回目の選択

がJ下ii(メ1)りTiij(管選11年後)と3回目の選択的ト草刈り4

年後(管理15{i三後)の比較では、相対光強度が20%以 トー

であった調査地(姫路 、 市J iI、宍~I~) において 、 亙緑二

次林立lj素の植はl"ffiJJ目する傾向がみられた(図3)。その結

果、二れらの調査地における3問自の選択的下草刈りの実

施によって、 1ま;J型15年後には、亙誠二次林要索の禄を中
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図3 生育環境見1)の出現種数

(3回目 管理区における管理 11隼後と 15年後の比較)
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心に l;l\~~舗数は多くなる傾向がみられた (匡) 4) 。 以上の

ことから、長期mlにわたって選択的 !と草刈lりを継続する
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ことによって、多候性夏紘前i林が同標と寸jる亙結二次林

笠井，~の符を仁1 1 心 iこ、他紗Jの多機性を保全一できることが明

らかになった。
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